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　琉球国那覇港と中国福州港の間の航路が描かれた巻物（作成年代

不詳）。福州港を出帆した船は、魚釣島-久場島-久米赤島（大正島）-

久米島を通過して那覇港に帰港していたことが読み取れる。

　尖閣諸島は、明・清朝の使節の記録（冊封使録：さくほうしろく）など中

国の記録にも登場するが、この図は、島の名称を記す際、久場島と大正

島については、上に冊封使録の呼称（黄尾島、赤尾島）、下に琉球にお

ける呼称（久場島、久米赤島）を併記している。

　魚釣島と久場島の間には、いくつか島が描かれている。これらが尖閣

諸島のどの島 を々指すのかは不明であるが（※１）、那覇福州間の島嶼、

航路の途中にある尖閣諸島の存在について、琉球人が具体的な知識を

獲得していたことが分かる。

資料概要 内容見本

作成年月日 -

編著者 -

発行者 -

収録誌 -

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 無

所蔵機関 沖縄県立博物館・美術館

利用方法 沖縄県立博物館・美術館に問い合わせを行う

魚釣島

此ヨリ寅方

此間八里卯辰間

黄尾島　久場島

此間四十五里針筋卯辰間

赤尾島　久米赤島

久米赤島ヨリ久米島九十五里針筋卯下小間

那覇

魚釣島 久場島 久米島大正島
（久米赤島）

福州

所蔵：沖縄県立博物館・美術館

調査結果4

ア 時代区分I 1885年に沖縄県が尖閣諸島の調査を行う前

琉球人に知られていた尖閣諸島

明治18年
1885年9月22日

明治28年
1895年1月14日

琉球国が
成立

明治政府
樹立

1795年
寛政7年

〔1819年〕

1868年
明治元年

琉球藩設置
（琉球国廃止）

1872年
明治5年

沖縄県令が国標建設を
内務卿に上申

国標建設を閣議決定
（領土編入）沖縄県所轄編入

沖縄県設置
（琉球藩廃止）

1879年
明治12年

1429年

時代区分I

No.1 No.2 No.3

琉球人が尖閣諸島について地理的認識を有していたことを示す資料

江戸時代、琉球国は薩摩藩の支配下にあった。一方、
琉球国はまた、福州を窓口として交易を行なっていた。
（明治維新後、1872年に琉球国は琉球藩に改められ、
1879年には沖縄県が設置された）

尖閣諸島に対する認識
　����年（明治��年）に日本が領土に編入するまで、尖閣諸島は、どの国に
も属さない無人の島であった。沖縄県が尖閣諸島の上陸調査を行い、政府
に対して国標建設の指揮を請うのも����年（明治��年）のことである。
　それまで尖閣諸島は、東シナ海を行き来する船の航路の目印にされ、琉
球国の資料や絵図に描かれるなど、古くから知られる存在だった。琉球で
描かれた、那覇港と中国の福州港の間の航路が描かれた巻物にも尖閣諸
島が描かれている（→No.�）。
　資料調査では、東シナ海を漂流した琉球人が、福州からの帰路、尖閣諸
島を望見したことがわかる記録を確認した（→No.�）。また、琉球国の士族
の系図家譜（歴代の系統や、歴代当主の履歴等を記載したもの：P��参照）
に、尖閣諸島に言及のあるものが確認されている（→No.�）。

I

那覇-福州の航路上に尖閣諸島が描かれた琉球の巻物

時代区分 I

魚釣島と久場島の間の島々

琉球人が尖閣諸島について地理的認識を有していたことを示す資料

とびん

作成年代不詳
渡閩航海図

図には�つの島々が描かれている。魚釣島と久場島との間には、飛瀬、北小
島、南小島、沖ノ北岩、沖ノ南岩が存在する。

※�

新規掲載
1No.

尖閣諸島が古くから知られ、琉球の人々が
尖閣諸島について地理的認識、具体的な
知識を有していたことが分かる。

沖縄本島
那覇

大東諸島
宮古島

石垣島

福州（福建）

尖閣諸島

奄美大島

琉球国が交易等で往復
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